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はじめに 


NAS (Network Attached Storage) は、既存環境に巧する変更を加えることなく、大規模ストレージシ 
ステムを提供するネットワーク接続型ストレージに特化したアプライアンスサーバーです。 

一般的に NAS は導入が容易です。ネットワーク管 a や OS に関する広範なな識がなくとも使用するこ 
とができ、通常管 a 業務はクライアントからリモートデスクトップ経由で行なうことができます。ユーザ 
一は NAS をネットワークに接続して電源を巧入し、最小限のセットアップ作業を行なうだけで運用を開 
始することができます。 

管 a をガイドは、な下の二部で構成されています。【概要編】または【詳細編】のみに記載している内容 
もございますので、をガイドの目次を参考にして、目的に応じて参照してください。 

- 管理者ガイド【概要編】（本書） 

iStorage NS をイ吏用するための基本的でかつ一般的な手順について説明しています。 

- 管理をガイド【詳細編】 

概要編よりも詳細な設定ホをについて説明しています。 

管理をガイドは改版される場合があります。な下の Web ページを参照し、表紙の日付とリビジョンを確 
詔して最新版をダウンロードしてください。 

http://support.express.nec.co.ip/care/user/adminquide.html (2010 年 2 月 1 日現化） 
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【ま要 】 iStorage NS シリーズは 、 Microsoft Windows Storage Server 2008 を使用して作 

成された ファイルサーバー 専用機です。標準の Windows サーバーとは 違い、 ファ 
イルサーバーな 外でのご利用はできませんのでご注意ください。 
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導入の流れ 


iStorage NS を導入する際は、な下の流れに従います。 



1.1 初«設をを行う 

1.2 管理 PC からリモートデスクトップで接続する 
1.3 ユーザー、 グループを作成する 
1.4 ボリュームを作成する 
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旧 torage NS の共有領域を管理する 

- —— ふ 

3.1 アクセス権を管理する 

3.2 ディスク使用状況のレポートを作成する 

3.3 複数サーバーの共有フォルダを統合する 

3.4 ディスクスペースを有効活用する 

5.1 ネットワーク上のプリンタを巧う 

5.2 旧 CSI を巧う 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1 iStorage NS の運用設定を行う 


♦ 初期設定を行う 

コンピュータ名、 IP アドレスを設定します 

♦ 管理 PC からリモートデスクトップで接続する 

管理 PC にインストールしたリモートデスクトップ接続を使用して iStorage NS に接続する手 
順を説明します 

♦ ユーザー、 グループを 作成す る 

iStorage NS 上にユーザー、ダループを作成する手順と注意事項を記載します 

♦ ボリュームを作成する 

iStorage NS 上にボリュームを作成する手順と注意事項を記載します 
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iStorage NS の運用設定を行う 


1.1 初期設定を行う 

iStorage NS 500 BX 系の初期設定は、本装置にディスプレイ、キーボード、マウスを接続するか、または 
リモート KVM を使用して行います。 

設定方法については装置に添付しているスタートアップガイドを参照してください。 


2 




iStorage NS の運用設をを行う 


1.2 管理 PC からリモートデスクトップで接続する 

リモートデスクトップとは、管理 PC からネットワークを経由して iStorage NS にログオンし、 ユーザー作 
成や共有などの設をを行うことができる機能です。 

な下に、リモートデスクトップを巧用する接続手順を記載します。 

1. 管 a PC で[スタート]^ [ファイル 名を指をして実行]を選択し、[を前]欄に " mstsc " と入力し 
て [ OK ] ボタンをクリックします。 



2. [コンピュータ] に、接続す る iStorage NS のコンピュータぶ または IP アドレスを 入力して[接綺 
ボタンを クリックします。 



3. 管ち里を権限のあるアカウントのユーザーぶとパスワードでログオンします。 
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iStorage NS の運用設をを行う 


4. ログオン後、[管理を メニュー] と [サーバー マネージャ] が起動します。 


【注意】リモートデスクトップで iStorage NS にログオンできるのは、管理者権限を持つユー 
ザーのみです。また同時接続可能なのは2セッションまでです。 


1.2.1 管理者メニュー 

ログオンすると管巧者メニューが自動起動します。 

管理をメニューでは、管理をが良く使う機能を簡単に起動することができます。 


I 巧を まをィ ニュー 


-Inl xi | 




▲ 

'全胺 


ク 



エクスプローラ 

エクスブローラを起が!できます。 


I 

I 

I 



コマ、 ノト—づ口’ノづ卜 

コマンドブロンブトを起動できます。 


I 



ペイント 

ベイントを起かで'きます。 





メモ运 

メモ帳を起勒できます。 





コンビュータの官巧 

コンビュータの官巧を起助できます。 





システム 

コンビュータのブロパティを確認でさます。 




I 

Windows ヘル ブとヴポ^卜 

W indows へ J レブとヴボートを起勤できます。 


I 






お割/お能 


ク 



みちと記ちがのを巧 

SMB# ち、 NFS 共有を音巧できます。 


! 

I 


I 

股 6.0 マネージャ 

FTP 共有を置巧できます。 





ns7.o マネー プヤ 

HTTP 共有を管巧できます。 


I 

I 



NFS 用ヴービス 

NFS ヴーバーを管巧できまず。 





ADSIX ディタ 

NFS の D マッビンヴを巧詔できます。 





ファ イ!レ ヴーバーリソースマネージで 

記憤域の吞畳制限、祀張モ制限、巧巧が況お詔等ができま 

I 

I 


I 


す。 





インデ、 V クスのオブシヨン 

ファイルす矣索筛速化するためのインデックス獨理できます。 

I 



DFS のを巧 

W 賴ファイルシステムを管理できます。 


1 

1 


I 

巧巧のを埋 

ブリントブーバーを管理できます。 


i 

d 

I 




《管巧者メニューは、デスクトップのショートカットからも起動できます。 
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iStorage NS の運用設をを行う 


1.3 ユーザー、グループを 作成す る 

1.3.1 ローカルユーザーを作成する 


クライアント PC から iStorage NS にアクセスした場合には、ユーザー認証が行われます。 iStorage NS 
とクライアント PC がドメインに参加している場合は、ドメインコントローラが認証を行うため、 
iStorage NS 上にユーザーを作成する必要はありませんが、 iStorage NS がワークグループの場合は、 
iStorage NS 上にユーザーを作成し、そのユーザーを指定してクライアントから接続することになります。 
なお、クライアント PC と 旧 torage NS でユーザーあ/パスワードを合わせておくと、認証画面を表示 
することなくアクセスが可能です。 



r 


【を意】パスワードを設定する場合、デフォルトでは、目文字な上で、な下の要件のうち 3 
つを満たす必要があります。 


V 


英大文字 （A 〜 Z ) 
英小文字 （ a 〜 Z ) 

10 進数の数字 （0 〜 9) 
記号 （し$、も％ など） 


J 


ここでは、 K 下の設定内容でユーザーを作成する手順について説明します。 


設定項目 

設定内を 

ユーザーを 

t-yamada 

フルネ'—ム 

任意 

説明 

任意 

パスワード 

任意 
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iStorage NS の運用設をを行う 


1. 管 a をメニューの[ローカルユーザーとグループ] をクリックします。 


巧をまを 夕こユー 


診断 


留 

ィぺ、ノトド: T ーァ 

ィペン…グを確認でぎます。 


信をなとパフォーマンスモニタ 

性能 t 青報の採巧確詔ができます。 


Windows タスクマネージャ 

豁产 "- ス麵麵詔ゃ実神のタスク腎まがで 

デパイスマクージャ 

りードウエアのが巧を確認できます。 


システム 巧巧 

システム 1 倩報を確認できます。 


巧巧 


©' 

Windows Update 

更斩ブログラムをインストールできます。 


づ □ヴろ lwV 巧 巧 

ブ□グラムを 菅埋 でぎます。 


1 □一カル ユー ヴーとグルーブ 1 

ユーザ ーとグルーブぞ官巧できます。 


巧ービス 

ウービスを宣巧できます。 


クスクス々ジューラ 

タスクのスクジュールを管理できます。 


ネットつーク按経 

ネットワークぞ言理できまず。 


曰かと時刻 

日巧と時别福を定できます。 


Windows ファイア〇ォーん 

ファイアウォールを管巧できます。 


t キュリティが巧化された Windows ファ イ 

ァワォール 

ファイアウォ—ルの詳細な昔巧ができます。 


ローカルたキュリティポリシー 

它キュリティポリシーを管!まできます。 


ESMPRO/Server Agent 

ヴーパ ー管巧の通報听監巧福さ定できます。 



2. [ユーザー] を右クリックし、[新しい ユーザー] をク y ックしまず。 


3. ユーザー名等を指定し、[作成]ボタンをクリックします。 



ユ-ザ-る(の: 
フルネームの： 
i が月(故 


| t-yamada 


| t-yamada 


I 紙巧がメソ SI 


バスワード(む 


バスワ-ド側1記人力似：ド 


ロユーザーは ホ回□かむ時に パ スワ ー ドのををびぶ、要 ( M ) 
厂 ユーザーは パスワドを変更できを(.、域 
厂パスワ•-ドを無期赋こする処） 

厂アカウントをお細こする ( i ) 


ヘルプ(が1 

巧ぶ旧 1 

巧妨 (0 1 
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iStorage NS の運用設をを行う 


クライアントからユーザーパスワードを変更するには、な下の手順で行います。 

1. クライアント PC で、 [ Ctrl + Alt + Del ] を押下します。 

2. [パスワードの変更]ボタンをクリックします。 

3. 変更内容を下記の表を元に入力して [ OK ] ボタンをクリックします。 


項目お 

入力内容 

ユーザー名 

パスワードを変更するューザーぶ 

ログホン先 

iStorage NS のコンピュータ 名※ 

古いパスワード 

変更前のパスワード 

新しいパスワード 

新たに設定するパスワード 

新しいパスワード（確認入力） 

新たに設定するパスワードの再入力 


※コンピュータ をは キーボー ドより入力してください。 
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iStorage NS の運用設をを行う 


1.3.2 ローカルグループを 作成す る 

ここでは、な下の設定で iStorage NS 上に ローカルグループを 作成し、 ローカルユーザーを 参加させる手 
順について記載します。 


設定項目 

設定内を 

ダ ノレープ 名 I 

soumu-g 

説明 

任意 

所属するメンバ 

t-yamada 


1. 管ち里者 メニューの r ローカルユーザーと グ ルース をクリックします。 
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iStorage NS の運用設をを行う 


2. [グループ] を右クリックし、[新しい グループ] をクリックします。 

3. グループを、説明を入力し、[追加]ボタンをクリックします。 



4. [ユーザー の選択]画面が表示されるので、[選択するオブジェクト名を入力してください]の欄に 
追加する ユーザーを 入力して[を前の確認]ボタンをクリックします。 

確認後、 [ OK ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の運用設をを行う 


5. [巧属するメンバ]に追加したユーザーが表示されていることを確認して[作烟ボタンをクリック 
します。 



6. [閉じる]ボタンをクリックしてウインドウを閉じます。 
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iStorage NS の運用設をを行う 


1.4 ボリュームを作成する 

iStorage NS では、機種によってユーザーボリュームが作成されていない場合があり、その場合はボリュ 
ームを作成する必要があります。また、ユーザーボリュームでシャドウコピーとデフラグを同時に行う場 
合は、事前にューザーボリュームを作成しなおす必要があります。 

【補足】ユーザーボリュームにシャドウコピーを作成し、さらにデフラグを行う場合は、ボリュ 
ーム作成時にアロケーションユニットサイズを 16 KB な上にする必要があります。 

V J 

ここでは、シャドウコピーとデフラグを同時に行うためにな下の設定内容で NTFS ファイルシステムのボ 
リュームを作成する手順について説明します。 


設定項目 

設定内容 

ドライブ文字 

D 

アロケ ーシヨ ン ユニッ トサイズ 

16 KB 


1. 管 a をメニューの[ディスクの管理]をクリックします。 
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iStorage NS の運用設をを行う 


2. 未割り当て領域を右クリックし、[新しいシンプルボリューム]をクリックします。 

3. ウイザードが表示されるので、[次へ]ボタンをクリックします。 

4. 作成するボリュームのサイズを指をし、[次へ]ボタンをクリックする。 



5. ドライブ文字に" D " を指をし、[次へ]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の運用設をを行う 


6. [アロケーション ユニットサイズ]に "16 k " を指をし、[次へ]ボタンをクリックします。 



7. 設を内容が正しいことを確認し、院了]ボタンをクリックします。 



8. フォーマットが完了すると、状態が[正常]にをわります。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


2 iStorage NS の共有領域を作る 


♦ 共有を作成する 

[共有と記憶城の管巧]画面から[共有の準備]ウィザードを起動して、 SMB 共有、 NFS 共有、 
ファイルサ'ーノく ■ ー リソ ■ —スマネ'—ジャのクオ ■ —夕、ファイルスクリ ■ —ンを設定する手順を記載し 
ます 

♦ Windows クライアントからアクセスする 

iStorage NS 上に SMB 共有を作成する手順を記載します 


【注意 】 Windows Storage Server 2008では、共有フォルダに対する Windows 98、 
Windows Me 、 またはそれが前のオペレーティングシステムからの 
ファイル操作をサポートしておりません。 


♦ UNIX クライアントからアクセスする 

iStorage NS 上に NFS 共有を作成する手順を記載します 

♦ FTP クライアントからアクセスする 

iStorage NS 上に FTP 共有を作成する手順を記載します 

♦ Web ブラウザからアクセスする 

iStorage NS 上に HTTP ( Web ) 共有を作成する手順を記載します 
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iStorage NS の共有領域を作る 


2.1 共有を作成する 

iStorage NS では、[共有と記憶域の管®]から[共有の準備]ウィザードを起動し、な下の共有に関連する 
設定を1度で完了できるようになっています。 

- SMB 共有 
- NFS 共有 

. ファイルサーバーリソースマネージャのクォータ 
. ファイルスクリーン 

- DFS を前空間に共有を公開 

FTP 共有の作成については、本書の [2.4 FTP クライアントからァクセス する 】を、 HTTP (Web) 共有 
の作成については、本書の [2.5 Web ブラウザからアクセス する 】を参照してください。 

ここでは、な下の設を内容で共有フォルダを作成する手順を説明します。 


に MB 共有】 


設定項目 

設定内容 

共有するフォルダ 

D:¥soumu 

NTFS アクセス許可 

administrator フルコントロール 

所有者フルコントロール 

soumu-g 変更 

Users 読み取り専用 

SMB の共有を 

soumu 

ューザー 數制限 

制限しない 

アクセスベースの列拳 

有効にする 

キャッシュの設定 

デフオルト設定 


[NFS 共有】 


設定項目 

設を内容 

NFS の共有を 

u-soumu 

エンコード 

EUC-JP 

アクセス許可 

読み取り-書き込み 

ルートアクセスを許可する 

有劾 
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1. 管理者メニューの[共有と記憶域の管理]をクリックします。 


巧 管 ま# タニュー 


全肢 


-ini X 


エクスブ□ーラ 
コマ V ド ブロ、 ノ ブト 
ペイント 

メモ餐 

コンビュータのを巧 

システム 

Windows ヘルブトヴポート 


エクスブローラを超助でぎます。 

コマンドブロンブトを起勤!でぎます。 

ベイントをが巧でぎます。 

卢 E 嘘を起勒できます。 

コンビュータの管理さ起勒できます。 

コン ビュータのブロパティを確詔できます。 
Windows ぺレブとヴボートを起勤できます。 


役割/機能 

留 

共ちと記宿巧のを巧 I 

SMB 共ち、 NFS 共有を菅巧できます。 

肪 6.0 マネージタ 

FTP 共有を管 J 至できまず。 

ns 7 .o マタージゎ 

HTTP みちを管理できます。 

NFS 巧 ター ビス 

NFS ヴーバー雅理できます。 

ADS 圧 ディタ 

NFS の D マツビンヴ対 i 詔できます。 

ファイルサーバーリソースマネージて， 

記 1 原域の容畳制限、侦張モ制限、巧用が況確認等ができま 
す。 

イ’ノす•マウスのオブシ 9' ノ 

ファイル検索綿速化するためのインデックス獨巧できます。 

DFS のを巧 

分敕ファイルシステムを官巧できます。 

巧切のを巧 

ブリントヴ—パーを管巧できます。 


2. [操作]ペインの[共有の準備]をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


3. [場所]に共有フォルダのパスを指定し、[次へ]ボタンをクリックします。 



4. [はい、 NTFS アクセス許可を靈更します]を選択し、[アクセス許可の編集]をクリックしまず。 
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ミをまがる成' [ 詳鍵思ぶ I 

アウドスホ I 刷トアウわス许巧の詳細を去元します。 


キャン t ル 


通風が」 


6. [選択するオブジェクト名を入力してください]に " soumu - g " と入力し、[あ前の確認]ボタンをク 
リックします。あ前が確認されたら [0 K ] ボタンをクリックします。 


ーサー またはヴ ループ の这巧 


オブジェウトのほ頭を涅巧してください域: 




「ユーサー、ヴループまたほピルトインセキュリティプリンシバル 

巧巧を指定してください(り： 


[FILES VI 


进巧するオブジ I ウトをを入力してください(脚)(り: 


FILESV 1 ¥ soumu-e 


オブジけ卜のな锦(か.. 


巧所(リ— 


る前の睦 i 忍 (0) 


i な B 記定(が.. 


キ V ン t ル 




フルコントロール 
をを 

!ミみ恥化実行 

フォルグコンテンツの一長表示 

読み取り 


5. [追加]ボタンをクリックします。 


SOU mu のアウセス許巧 


t キュリティ I 

クループをまたはユーザーる(卽 


巧 CREATOR OWNER 


斗 


化 SYSTEM 

か . Administrators (FILES VI ¥ Administrators ) 
at Users ( FILESV 1 V Users ) 


お化(の.. 


CREATOR OWNER のアウセス i キ巧 
(P) 


許可 


刖聯阿 I 

巧否 


□ nnnn 

nnnnn 
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フル]ント□ール 
をち 

i ミみ取りと実巧 
フオルタ〕ンテンツの一居を示 
扇み巧り 


巧巧なアウたスな巧または1¥細設定をま示する(こは、 [ 
詳を田設赶を如ッルてください。 

アウわスま I 咖トアウわス i 牛巧の詳細をま示しまん 


詳細 i さ定(ぶ」 


キサン t ル 


通巧(か 


8. [詳細設を]ボタンをクリックします。 


追加した " soumu - g " で"変更"の許可を有効にして随用 1 ボタンをクリックします。 


SOU mu のアク fe ス許巧 


t キュリティ I 

クループちまたはユーザーを樹: 


XJ 


51. CREATOR OWNER 
化 SYSTEM 



W Admin istrators (FIL ESV1 ¥ Admin istrators) 


み soumu-g (FILESV1 ¥soumu-g) 

化 Users (FILESV1¥Users) 


胤 D ⑩… 1 

刖 ㈱ 段 

soumu-g のアウ t ス i 午巧 (£) 

1 午巧 

巧否 


占 1 二 

nnnnn 

□茵 I 囚囚囚 
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iStorage NS の共有領域を作る 


9. [このオブジェクトの親からの継承可能なアクセス許可を含める]のチェックを無効にします。 



10. な下のダイアログボックスが表示されたら、 r コピー1ボタンをクリックします。 


Windows セキュリティ 


このオプションを遥折する i;、 子オブジ巧卜じ通用される巧のアウ t ス許可が、このオブジI 
ウトじけしては通巧されねくねります。 

■今までは視力もこのオブジIクトに巧して通巧されていたアウ t ス i 午巧エントリを]卜する 
には、じピー]を饥ッルてください。 

-今までは親から通用されていをア化ス i 午巧エントリを刖除して、ここで定義されているア 
ウ t ス i 午巧のみを巧持するには、削除]をウリックしてください。 

-こ如索巧を中止するには、[キャンむレ]を如ッウ Ij てください。 

C ''''' 3ピニの'…'… 1 _肖り除(技」_キャンむレ」 
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Administrators ( FILESV 1¥ Ad — フルコント□—ル 
soumu-f ( FILESV 1 Msoumu - f ) 変を 
CREATOR OWNER 特巧 


<地承ない 
<$圧をない 
<地をない 
<1辛わるなし> 


このフォルタ、サブフォルタ’わよ U- 
このフォルタ、サブフォルタもよ化_ 
サブフォルダとファイルのみ 
r のつオル々サブっォル々’ゎ>7¥ 


Users け ILtbV け Users} 


ミで ホ q 乂リと実け 


しのフオルタ、で■フフオルタおよ U ... 


诣加(な... ] 漏集(む..」 肖 I ]除(攻 

厂このオブジ I ウトの紀からの地?を巧おなアウたス评巧を含めるの 
アウわスな巧 T ン トリのち巧 


I 

0 K I 

キヤシ t ル 

通巧(が 




12. [ OK ] ボタンをクリックしてアクセス許可画面を閉じ、[次へ]ボタンをクリックします。 


11. [アクセス許可エントリ]欄から [ Users ( FILESV 1¥ Users )] の"特殊"エントリを削除し、 [ OK ] ボ 
タンをクリックします。 


sou mu のセキュリティの譯 ^ 1設ミ 


アクたスな巧 ] 巧ちを I 

アウたス i 午巧じ/トリの i お田をま示または漏実する(こは、じトリを涅巧してから、偏集]をクリクルてください。 

ァウたス i 午巧エントリの： 

rsii I アクセス许巧 ilii^ I 通用を 


Users (FILESVIVUsers) 


く ミむをなし〉 


このフォルダとサブフォルタ 


巧巧 巧が L 

1ミ…〇…田 … A 广 
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13. [ SMB ] と [ NFS ] の チェックボックスを 有 劾にし、 それぞれの共有 名を入力して[次へ]ボタンをク 
リックします。 


兴ちフオルタのホなウイザード 


苗’ 捕が。レ 


スゎブ： 

共ちフォルタの巧所 

NTFS アクたスな巧 I 

ユ-ザ-びこのみちフオルタへのアウたスにほ用するブか]ルを涅巧します。 

fib SMB(S)1 

共ちプ〇トコル 

共ちる(ぶ： 


|soumu 

SMB アウセス肺 

其ちバスの： 

NFS アウ t ス許可 

ドが ILESV1 わ… mu 


ウォータボリシー 

[V NFS(£) 1 

乃イルス圳-シポリシ- 

#ちを(か 

DFS るお空問への掛子 

|u-soumul 

試ミのお記と共をの巧巧 

共ちけス過： 


|FILESV1 : /u-soumu 


<ぉへ ( E ) [ 汝へ(が > ] キザン t ル I 


14. [説剛欄に必要に応じて入力し、[詳細設定]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


15. [アクセスベースの列挙を有劾にする]を有劾にし、 [ OK ] ボタンをクリックします。 



16. [次へ]ボタンをクリックします。 
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17. [ユーザーと グループはカスタムの共有のアクセス許可を持つ]を選択し、[アクセス許可]ボタン 
をクリックします。 



18. Everyone に"フルコントロール"の"許可"のアクセス権を設をし、 [ OK ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


19. [次へ] ボタンをクリックします。 

20. [クライアントグループとホストのアクセス許可]欄の、" ALL MACHINES " を選択し、[編集]ボタン 
をクリックします。 



21. エンコード、 アクセス許可の設定を行い、ののボタンをクリックします。 


I ウライアントクルーブまたはホストを€集 


某 S 共有のアウ份師編して。ライアシトアウセスのじ〕-ドを#ちしま 


ウライアシトヴループ位： 

[all machines ▼] 

广ホスト邸. 


エンコ-ド!芭： 

[ euc-jp ，] 

アウ妨丰巧お： 

fi 売み巧り專き泣み こ] 

ルートアクたスをな巧する:推奨しません脚 



キサシたル J 
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22. [次へ]ボタンをクリックします。 

23. この共有フォルダで、フォルダ単位のクォータを設をする場合は、[クォータの適用]のチェックボ 
ックスを有効にし、テンプレートを選択して[次へ]ボタンをクリックします。 



26 


















iStorage NS の共有領域を作る 


24. この共有フォルダで、あ張子によるファイルスクリーニングを行う場合は、[ファイルスクリーンの 
適用]のチェックボックスを有効にし、テンプレートを選択して[次へ]ボタンをクリックします。 



25. この共有フォルダを既存の DFS 名前空間に追加する場合は、必要に応じて設定を行い、[次へ]ボ 
タンをクリックします。 

26. 設を内容を確認し、正しい場合は[作成]ボタンをクリックします。 
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27. 正しく設定が完了した場合は、な下のように表示されます。[閉じる]ボタンをクリックします。 
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2.2 Windows クライアントからアクセスする 

ここでは NET USE コマンドを{ま用してアクセスする方をについて記載します。 

1. クライアント PC で コマンド プロンプトを起動します。 

2. な下の構文でコマンドを入力して Enter キーを押下します。 


netuse <ドライブ:>¥¥<コンピュータぶまたは IP アドレス>¥<共有ぶ> 

例えば、な下のコマンドを実行すると、コンピュータタ： FILESV 1 の共有名： soumu が、クライ 
アント PC の G ドライブに割り当てられます。 

net use g : ¥¥ filesv 1 ¥soumu 


戸、 

【注意】管理 PC で ログオン している ユーザー をと パスワードが、ドメインコントロー 
ラ や iStorage NS に登録されている ユーザーと 異なる場合は、 ユーザー をとパ 
スワー ドの入力を要求されますので、画面の指示に従って入力して く ださい。 


3. コマンド正常終了のメッセージが表示されたら、コマンドプロンプトを閉じます。 

クライアント PC のマイコンピュータまたはエクスプローラに、項番2で指定したドライブが追加されて 
います。このドライブを開くことで共有領巧にアクセス可能です。 
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2.3 UNIX クライアントからアクセスする 

UNIX クライアントから NFS プロトコルを巧用して iStorage NS 上の共有フォルダにアクセスすること 
ができます。複数の UNIX クライアントから iStorage NS 上の共有フォルダにアクセスする場合は、 ISMS 
サーバーを巧用し、 UNIX と Windows ユーザー/グループをマッピングします。 

また、 iStorage NS がドメインに参加している場合は、 ServerforN に を利用することで、ドメインコント 
ローラ 上での ユーザー 管巧が容易になります。 

詳しくは、【 管 a をガイド（詳細編） 2.2UNIX クライアントからアク七ス する 】を参照してください。 

ここでは、ドメイン環境において、 Windows Server 2008 のドメイン コントローラ 上に ISMS ドメインが 
構成されている環境での、 NFS 共有のアクセスについて説明します。 


2.3.1 ID マッピングソリューションを選択する 

1. 管理をメニューから[共有と記憶域の管巧]を起動し、操作ペインの [NFS 構成の編集]をクリッ 
クします。 


巧なちと舌巧巧のをさ 


-!□( xi 


达 ファイルの巧術かま示(ぶウインドウ処）ヘルプ(が 


-I 互 J 叫 




共有と i 己巧巧の舒ま（□一カル)国 其をと重を巧のを巧（□一カル） 


共ち I ポリユ—ム I 
4獅エントリ 



み有る 

ブ□卜]ル 

, □一カルバス 

クォータ 

曰ブ D 卜 lU レ SMB 片 アイテム） 

が 

ADMINS 

SMB 

C:¥Windows 


か 

C$ 

SMB 

C：¥ 


か 

D$ 

SMB 

D：M 


ん 

IPC$ 

SMB 




其をと舌巧巧のを巧 （ n —カル） 

A 

則の〕ンピューか \ 巧梳 .. 

ぶ 

お.度域の幸楠… 

共ちの樂桶… 


t ウシヨシの管巧... 

P 月いているファイルの管理— 


NFS 宿巧の漏集... 1 



表示 

ここから巧しいウィシドウ 

► 

な 

最巧のお那じを巧 


田 

ヘルプ 
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2. 右ペインの [ID マッピング ウイザード] を選択します。 



3. ID マッピング七ットアップウイザードが起動しますので、 [ID マッピングソリューションを使用す 
る]を選択し 、 [Active Directory から ID マッピングを取得する]を選択します。 



マサビシヴセクトアゥブウィザード 


をも のマツビンヴソリューション 


スゎブ： 

ID マツ ピンヴ ソリューション 

Active Directofy ド::^イン 

設定の確なものの マツ ビンヴ 
の稱巧 

暧忍 


Network RIe System (NFS) 用 Microsoft サ-ピスでは、。マツピンクを巧用することじより、 
UNIX のユーザーわよ U ヴループが Windows ペースの巧ちリソース(こアウたスできるようじし 
ます。 

NFS 巧 Microsoft サーピスでは、 Active Direct び y か、！亥当する UNIX スタイルの ID 居を 
もよ U ユーザーをのピンクがスキーマじ含まれている巧含は、互かなのあるディレクトリサ 
-ピスから ID でがンヴを胁导することができます。 

1D マツピンク’がま巧しない NFS 用 Microsoft サ-ピスの巧ボを进巧すると、2-ザ-は 
NFS'JV ースに匯るでのみアクがけることができまも 


C ID マツ ピンヴ y リュー ンわを博吊する置 

口 Active Dire 沈のから ID マツビシク•を断导する谋瓷埋 
厂ユ-ザーを マツ ピンヴから ID マツ じぶを巧牌するな 
广 ID マッ ピンヴソリューンョンをほ用し献、脚 


二に1ぶ] 


詳細に0いては、1 ID 7ツビシヴリリューン3ンをち夏する J をを昭してくで孔、。 

<前へ尼！にぶへが)> I み松セル j 
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4. [Active Directory ドメインまたは互換性のあるデイレクトリサービス]欄に、ドメイン名を入力しま 
す。 



5. 確認の画面が表示されますので、 [0 K ] ボタンを押下し、ウイザードを終了します。 
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2-3.2 UNIX クライアントからアクセスする 


ここでは 、 UNIX の 管理 ユーザー による NFS フォルダのマウントおよび UNIX ユーザーでの アクセス方 
法について説明します。 


r 




【注意】 UNIX ユーザーでのマウントホ法については別途 mount コマンドをご確認く 
ださい。 


苗 


1. UNIX クライアント側の管理ユーザーでが下のコマンドを実行します。 

mount -t nfs [iStorage サーバーの IP ア ドレス ]: [NFS サーバーの共有フォルダ ][ マウントポイント ] 

2. UNIX クライアント側の ユーザーで 1. のマウントポイントへ移動します。 
cd マウントポイント 
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2.4 FTP クライアントからアクセスする 

2.4.1 FTP サービスを起動する 

FTP サービスは出荷時には停止状態になっています。な下の手順でサービスを開始してください。 

1. 管ち里者メニューの[サービス]をクリックします。 


巧ミまを 夕こユー 


診断 


ク, 

ィぺ、ノトド1ーァ 

イベントログを 巧 詔できます。 


信巧せとパフォーマンスモニタ 

化能 t 育報の採巧和お詔ができます。 


Windows タスクマネージャ 

難リソ-ス麵げ齡実神のタスク晋まがで 

デパイス マ タージ 

りードウエアの巧巧を確認で•きます。 


システム巧巧 

システム巧報をお詔できまず。 


15 巧 


な 

Windows Update 

更巧ブ□ヴラムをインストールできます。 


ブロプラムと巧巧 

ブログラムを营埋でぎます。 


ローカル ユー プーとグルーブ 

ユーザーとグルーブぞ宣巧できます。 


ヴービス I 

ヴービスを营理できます。 


タスクスクジューラ 

タスクのスクジュールを管理できます。 


ネットワーク巧綻 

ネットワークを官理できます。 


曰せと時别 

日巧と時别おさ定できます。 


Windows ファイアウォール 

ファイアウォールぞ昏巧でぎます。 


たキュリティが巧化された Windows ファイ 

アウォール 

ファイアウォールの詳細な音理ができます。 


ローカルたキュリ ティ ボリ シー 

它キュリティポリシーを管 J 里できます。 


ESMPRO/Se … erAgent 

ウーパー管巧の通報ゃ監巧福さ定できます。 
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2. [ サービス ] 画面の [FTP Publishing Service ] をダブルクリックし、 [スター トアップの種類]を"自 
動"にを更して[適用]ボタンをクリックします。 



3. [開始]ボタンをクリックしてサービスを開始し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 
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2.4.2 FTP 共有を作成する 

FTP 共有の設をは、 [インターネットインフォメーションサービス ( MS 6.0) マネージャ] から行います。こ 
こでは 、 Default FTP Site にな下の設定内容で FTP 共有を作成する手順を説明します。 


設定項目 

設定内容 

サーバーを 

FILESV 1 

ユイリアス 

soumu 

バス 

D:¥soumu 

次のアクセス許可をみえる 

読み取り、書き込み 


1. 管ち 里者 メニューの ms 6. o マネージャ] をクリックします。 


巧ちま# タニュー 



エクスブローラ 
コマ、 ノト-ブロ、ノブト 

ペイント 

メモ後 

コンビュータのを巧 

システム 

Windows ヘルブトヴボート 


エクスブローラをおかでぎます。 

コマンドブロンブト域謝で.きます。 

ベイントをが巧でぎます。 

メモ帳を起勒できます。 

コンビュータの管理さ起勒できます。 

コン ビュータのブロバティを確認できます。 
Windows ヘル ブとヴボートを起が)できます。 


役割/お能 


共をと記恒巧のを巧 

SMB おち、 NFS 共有を菅巧できます。 

1136.0マネージ^^ 1 

FTP おちを官 J 至できまず。 

ns7 0 マ义一 J ゃ 

HTTP みちさ管理できます。 

NFS 巧 サービス 

NFS ヴーバー雅理できます。 

ADSIX ディタ 

NFS の D マツビンヴ対！詔できます。 

ファイルサーバーリソースマタージャ 

記 1 原域の容畳制限、化張テ制限、巧用が況確認等ができま 
す。 

イ'ノデマウスのオブシ 9' ノ 

ファイル巧を綺速化するためのインデックス獨巧できます。 

DFS のち巧 

分取ファイルシステムを官巧できます。 

巧风のを巧 

ブリントウ—パーを管巧できます。 


2. [ FILESV 1 ( ローカルコンピュータ )] 一 [FTP サイト ] を展開します。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


3. [Default FTP Site ] を右クリックし、[新規作成]一[仮想デイレクトリ]をクリックします。 



インターネゥトインフォターシ3ンサ ー e ス （ ns ) 6占マネーヴャ .' - 


に？ファイルの 

棵悄 A ) ま示 ( V ) ウイシドウ诚） /V ルブ ( H ) 

... ィ 1 

面 

i X 国四占! 

:□圆1畳, 

■ II 


» J インタ'-ネクトインフォゴーンョン 
曰 FILESV 1 (□一カル ] ンピュ 
曰，」 FTP サイト 

を 


を前 


王クスプ□ーラ ( E ) 
問く脚 

アウたス i キ巧 (D 
を昭巧） 


閒賠た 1.1 

巧止 ( P ) 

一時巧止け） 


巧規1乍巧 (N) 


すべてのタスク ( K ) 


IT バス 


このピューにま示する巧目はありません。 


FTP サイト ( F )." 

FTP 4 f^k 'つ，イり.かに、似 


ま示( V ) 

ここから巧しいウインドウ ( W ) 


仮 a ディレクトリ( V ).. 


リ X ,■ぶ了1ンソ广。 


削 ㈱ D ) 


4. [仮想ディレクトリの作成 ウイザード ] が起動したら、 [ 次へ ] ボタンをクリックしまず。 


5. ェ イリアスを入力し、 [ 次へ ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


6. 共有フォルダのパスを指をし [ 次へ ] ボタンをクリックします。 



7. "読み取り"と"書き込み"のチェックボックスを有効にし、 [ 次へ ] ボタンをクリックします。 


巧巧ディレウトリのかぶウィサード 


巧想ディレウトリのアウ t ス許可 

この恨巧ディレウトリにアク t ス許巧を設定します。 


放のアク t ス i 午巧をちえる: 
(7 揉み巧り(巧 
口著微誦 


じか0をウリウウしてウイザードを完了します。 


く房る ( B ) r ;ぉへ(の> I キサン t ル」 


38 





























iStorage NS の共有領域を作る 


8. [完了]ボタンをクリックします。 

【注意】デフオルトでは匿ぶアクセスが許可されます。匿をアク七スを無効にしてアクセス時 
に必ずユーザー認証を行う場合は、共有を作成する FTP サイトのプロパティで[匿ち接 
続を許可する]を無巧にしてください。 


2.4.3 FTP クライアントからアクセスする 


FTP 共有へのアク七スには、 FTP クライアントソフトウェアを使用します。アク七スのホ法については、 
をソフトウェアの使用方をに従ってください。例えば、 Windows クライントで FTP コマンドを実行する 
には、コマンドプロンプトを開き、な下のコマンドを実行することで FTP アクセスが可能です。 


ftp <iStorage NS の IP アドレスまたは コンピュータを〉 
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iStorage NS の共有領域を作る 


2.5 Web ブラウザからアクセスする 

HTTP (Web) 共有は、 [ インターネットインフォメーションサービス （ NS) マネージャ ] から設定を行いま 
す。ここでは、な下の設定で HTTP (Web) 共有を設定する手順を説明します。 


設定項目 

設を内容 

コンピュータぶ 

FILESV1 

Web サイトのパス 

D:¥WebDAV Shared 

ポー ト番号 

15000 

エイリアス 

soumu 

共有の物理パス 

D:¥ soumu 

認証方法 

Windows 認証 

WebDAV 認証 

All Content 

All Users に Read / Write 
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iStorage NS の共有領域を作る 


2.5.1 新規サイトを作成し、 WebDAV と認証ホ法を設定する 

1. 管理を メニューの [MS7.0 マネージャ ] をクリックします。 


坑を ま#タニュ- 


全胺 


- に I X 


エクスブ□ーラ 

コマ、ノト—ブロ’ノづ卜 

ペイント 

メモ樓 

コンピュータのを巧 

システム 

Windows ヘルブとヴボート 


エクスブローラを起動]できます。 

コマンドブロンブトを超勒できます。 
ペイントを起動できます。 

メモ帳を起卸できます々 

コンビュータの管理を起かできます。 

コンビュータのブロパティ巧!詔できます。 
Windows ヘル ブとヴボートを起勒できます。 


巧割/機能 

ク： 

共ちと記宿がのを巧 

SMB 共ち、 NFS 共ちを管理できます。 

股 6.0 マネー 八 

FTP 共有を管 J 至できます。 

版 7 0 マクーッサ I 

HTTP み有を管巧できます。 

NFS 巧ヴ ービス 

NFS プーバーを管理できます。 

ADSIX ディタ 

NFS のの マッビンヴ巧 1 詔できます。 

ファイルヴーバーリソース マ クージャ 

記憶域の容量制限、仿張モ制限、巧用が況確認等ができま 
す。 

インデックスのオブ シヨ'ノ 

ファイル検索網速化するためのインデックスを营巧できます。 

DFS のを巧 

分おファイルシステムを官巧できます。 

巧巧のを巧 

ブリントヴ—バーを管理できます。 


2. [FILESV1 ドログオンしたユーザーを >リ^ [サイト]を展開します。 


インターネタトインフォイーシ3ンサー e ス （ ns ) マネージャ 


わ 巧^ 〔ぉ ► FILESV 1► 



を’ I お. 


; <习ス々ートパーづ 

を W 

E 

引 

FILES VI (FILESV1¥Admir 

身アプリケーションプール 
% FTP サ仆 

3ぶサ仆 

面々 WebRDP Site 




円 LESV1 ホーム 


ヴループ化：巧域 


股 

« が * 

1 

HTTP 巧答へッ IPv4 アドレスも' 

MIME 

ター よ U ドィインの... 
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iStorage NS の共有領域を作る 


3. [サイト]を右クリックし、 [ Web サイトの追加]をクリックします。 


インターネタトインフォイーシ3ンサー e ス （ ns ) マネーヴャ 


坦 


► FILES VI ► 


f 


I 找 


をストトぺづ 

白'''ち FILESV 1 ( FILESV 1 ¥Ad 
アプリケーンヨンブー JI 
も FTP サイト 
白占 


を.. 




円 LESV 1 ホーム 

ヴル-プ化：請が 


園， 


ns 


1 が Web サイト C 

D 胤 D '.' 

の 

追 

最巧の’店沛じ更巧(阿 

コンテンヴピューに切〇替を 


1 おが 

で!^しつわ MTMF の巧 


が战嫌 mime の種類 


覇涵 


卜誓刚ディレ皆のを做ド苗がン 


4. 必要項目を設定し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


5. 作成した Web サイトをクリックし、中央ウインドウの [WebDAV Authoring] をダブルクリックし 
ます。 


>インターネ9トイシフォイーシヨシサー E ス （ ns ) マネーヴャ 


唆ろ@ 


► FILESV1► サイト ► Shared Folders 


ファイルの表示(ぶヘルプ(ぶ 


を -’ M I ろ I れ 


:...'を スタートページ 

白…巧 FILES VI (FILESV1¥Administr 
^アプリケーションプール 
% FTP サ仆 
回岛 サ仆 

を々 _ 

を.. み WebRDP 


Shared Folders 




Shared rolders tK — ム 


ルレ—プ化：巧巧 

，國， 

ns 



禮 

枉 

が- 

HTTP な答へッ IPv4 アドレスも 

MIME の巧謁 

ジー 

よ U ドプインの... 


ム 

司 

WebDAV 

エラーページ 

ディレクトリのを， 

Authorin... 


賜 


6. [操作]ペインの [Enable WevDAV] をクリックします。 


イシターネブトインフォターシ3ンサー E ス （ ns 》 マネークタ 




お.， I." ろ I お 

巧 3スタートページ 

白.'- ち FILES VI (FILESV1MAdmin 
^ 7プリケーシヨンブール 
み FTP サ仆 
白'. 立 サ仆 

Shared Folders 
因 9 WebRDP Site 




\AfebDAV Authoring Rules 


Use this feature to specify rules for authorizing users to 
access content. 

Path I Users J Roles 


96 化 

_s 口 _ 

① The WebDAV feature 
disabled. 

巧巧 

Add Authoring Rule... 
[Enable WebDAV J 

WebDAV Settings... 

@ ヘルプ 

オンライシ A ルプ 
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iStorage NS の共有領域を作る 


7. [操作]ペインの [Add Authoring Rule ] をクリックし 、" All Users " 、 " Read " 、 " Write " を有効にして 
[ OK ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


8. 作成した Web サイトをクリックし、中央ウインドウの[認証]をダブルクリックします。 


インターネゥトイシフォターシヨンサー e ス （ ns ) マネージャ 


©焉 を 


► FILESV1 ► サイト ► Shared Folders 


巧援 


巧， feil を I が. 


^ ストトペ-ジ 
巧 FILESV1 (FILESV1¥Adi 
:^7 プリケーションプーパ 
化 FTP サイト 
も.. 团 サ仆 
i …み 

を夕 WebRDP Site 


Shared Folders 


9 


Shared Folders ホーム 


ヴループ化：ミ賊 

，國， 


ns 

^ お 

が 

a 

HTTP 巧答へッ IPv4 アドレスわ MIME 側重謁 SSL 設ミ 

ター よ U ドイインの。. 

嗟 图 

m 

涵 

WebDAV エラーページ ディレクトリのきハンドラ マツ ピン 

ftuthorin... 

暖 

ヴ 

41 8 

屬 

〇 

モジュ-ル □ヴ記緑 

圧補 

巧ちのドキュイ 
ント 

r、 一 

が •;% 

ぶ 


化カキャッシュあ詔視則 

記 i 正 



9. " Windows 認証"を選択し、隅作] ペインの [有効にする]をクリックします。また、同様の手順で、’ 
匿を認証"を無効にします。 


イシ々ーネ 9 トイシフォターシ 3 シサー E ス （ ns) マネー 5 ャ 




お， I . i 芭 I が. 

巧 3 スタ-トペ-ジ 

白. ち FILESV1 CFILESVl¥Admin 
這 アプリケーンむプール 
み FTP サ仆 
も立!サ仆 

A Shared Folders 
も々 WebRDP Site 


W 認証 

ヴルーブ化：ヴルづ化ねし 


Windows 誌 i 止 


巧イジ： E スト誌記 
を本記昼正 
を名ミゴミ化 


巧か 
無タカ 
ちか 


氏を。巧を g 


HTTP 401 チヤレ : r ン 


HTTP 401 チヤレシジ 
HTTP 401 チヤレンジ 


巧巧 

I ちかじする 
@ ヘルプ 

オシライシヘルプ 
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2.5.2 Web 共有を作成する 

1. 共有を設定する Web サイトを右クリックし、[仮想デイレクトリの追加]をクリックします。 


イシターネタトインフォイーシヨンサー e ス （ ns ) マネークサ 


度 


FILES VI ► サイト ► Shared Folders 


唉 ， id I を I み 


w 百スタートページ 
白'..ち FILESV1 (FILESV1¥Admin 
立 r アブリケーンヨンブ-ル 
也 FTP サ仆 
回画サ仆 

み 


を. 夕 WebRDP Site 


9 


Shared Folders ホ 


ヴ ループ 化：請巧 

▼ 

ns 



接 


e ぶ 

み 

エクスブ□ーラ 

アウたスな巧の漏集... 

アプリケーションのお加... 

1123 板巧ディレクトリのお加... 1 


Mil 


X： 


バインドの漏集.. 


2. エイリアスと物理パスを指定し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を作る 


3. 作成した共有 " soumu " をクリックし、中央ウインドウの [WebDAV Authoring ] をダブルクリック 
します。 

4. "All users " 、 " Read , Write " と表示されていることを確認します。 


インターネブトインフォ：*ーシヨンサー e ス （ ns ) マネージャ 


垣 


► FILESV1 ►サイト ► Shared Folders 


嘴 ， id IS I 换 


ろ ストトぺづ 
日 … ち FILESV1 (FILESV1¥Admin 
直アブリ ケーシヨ ン プール 
也 FTP サ仆 
白''' 面 サ仆 

@9 Shared Folders 
'一 soumu 
を々 WebRDP Site 




\AfebDAV Authoring Rules 


Use this feature to speciry rules for authorizing users to 
access content. 


Path 

! Users 

,Roles 

1 Access 


い 

All users 


Read. 邮け e 

1 


巧巧 


A. 

W 

才 
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2.5.3 クライアントからアクセスする 


iStorage NS 上の HTTP (Web) 共有へアクセスするには、 WebDAV に巧応したクライアントソフトウェ 
アを巧用します。アクセスのホをについては、をソフトウェアの使用ちをに従ってください。 

例えば、 Windows Vis ねでネットワークドライブの割り当て時に、な下のように HTTP (Web) 共有の URL 
(例 http://<iStorage NS のコンピュータ名>:<ポート番号 >/<HTTP 共有を >) を指定することでアクセス 
が可能です。 


I *J ネットワークドライブの到り当て 

割り当てるネジトフークフォ J レダを選択してください。 

接授するフオ J レブと巧巧するドライブタぞを指定してください: 



ドライブ (0): | z : ， 

フオ 担)： httpWfilesvl: 15000 /soumu ▼ 参廣 ほ)... 

巧： ¥¥server¥share 
图 ログオン時に再おちする脑 
まなる ユー ザーを で 巧括します。 

ド丰ュイント户 画をでぜ存: こ 博ミすミ. V；6b サイト:こ括污ミ^, 


完了旧 _キでン t ル 
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iStorage NS の共有領域を管巧する 


3 iStorage NS の共有領域を管理する 


♦ アクセス権を管理する 

SMB 、 NFS などの共有のアクセス権を設を-変更する手順について説明します 

♦ ディスク使用状況のレポートを作成する 

記憶域レポート機能を使用して iStorage NS のディスクの{ま用状況をレポートとして配信しま 
す 

♦ 複数サーバーの共有フォルダを統合する 

DFS を巧用して複数サーバーの共有を1台のサーバー配下に統合し、共有フォルダへのアク七 
スの簡素化を図ります 

♦ ディスクスペースを有効活用する 

SIS を使用して同ーボリ ューム 内の重複するファイルを1つにまとめることでデ イスクスペー 
スを節的できます 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.1 アクセス権を管理する 

3.1.1 SMB 共有のアクセス権を管理する 

SMB 共有のアクセス権には、共有レベルのアク七ス権とファイルシステムレベルのアク七ス権があります。 
共有レベルのアクセス権はネットワークアクセス時に適用されるアクセス権で、ファイルシステムのアク 
セス権は、共有フォルダ内のフォルダやファイルに適用されるアクセス権です。この2つのアクセス制御 
を組み合わせることで、細やかなアクセス制御を行うことができます。 

例えば、共有フォルダやファイルに巧し、グループ A のユーザーにはフルコントロールの許可をみえ、グ 
ループ B のユーザーはフォルダやファイルを開くことしかできない（読み取りのみ）などという設定もで 
きます。 


3 . 1 . 1.1 共有レベルのアクセス許可 

な下の表では、アクセス許可のレベルごとに可能な操作を記載しています。 


アクセス許可 

許可する内容 

フルコント ロー ル 

すべての変更許可に加え、アク七ス許可の変更 (NTFS ファイ 

ルおよびフォルダのみ） 

変更 

すべての読み取り許可に加え、ファイルとサブフォルダの追 

カロ、 ファイル内容の'塞更、サブフォルダとファイルの削除 

読み取り 

ファイル名とサブフォルダ名の表示、ファイルデータの表示、 

プロダラムの実行 


SMB 共有の設をは、サーバーマネージャの[共有と記憶域の管理]で、ウイザードを使用して NFS 共有 
やクォータの設定などと同時に行うことができます。共有レベルのアクセス権の設をについては、本書の 
【2.1 共有を作成す る】を参照してください。 
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3.1.1.2 ファイルシステムレベルのアクセス許可 

な下の表で、アクセス許可のレベルごとに可能な操作を記載します。 


アクセス許可 

許可する内を 

フルコント ロー ル 

変更の許可に加え、サブフォルダとファイルの削除、アクセス許可の 

変更、所有権の取得 

変更 

フォルダのスキャンとファイルの実行、フォルダの一覧/データの読 

み取り、属性の読み取り、拡張属性の読み取り、ファイルの作成/デ 

ータの書き込み、フォルダの作成/データの追加、属性の書き这み、あ 

張属性の書き込み、削除、アクセス許可の読み取り、同期 

読み取りと実行 

フォルダのスキャンとファイルの実行、フォルダの一覧/データの読 

み取り、属性の読み取り、拡張属性の読み取り、アクセス許可の読み 

取り、同期 

フオルダの内容の一覧表示 

フォルダのスキャンとファイルの実行、フォルダの一覧/データの読 

み取り、属性の読み取り、拡張属性の読み取り、アクセス許可の読み 

取り、同期 

読み取り 

フォルダの一覧/データの読み取り、属性の読み取り、拡張属性の読 

み取り、アクセス許可の読み取り、同期 

書き込み 

ファイルの作成/データの書き込み、フォルダの作成/データの追 

カロ、属性の書き込み、拡張属性の書き込み、アクセス許可の読み取り、 

同期 


3.1.1.2.1. ファイルシステムレベルのアクセス権を設をする 

ファイルシステムレベルのアクセス権は、[共有と記憶城の管理]で共有を作成する際に同時に設定するこ 
とができます。詳細は本書の 【 2.1 共有を作成す る 】を参照してください。 

ここでは、既存の共有に、な下の設を内容でアクセス権を追加する手順を説明します。 



設定内容 

共有フォルダ 

soumu 

アクセス許可 

eigyo - g ダループ：変更 


51 
















iStorage NS の共有領域を管理する 


1. 管 a 者 メニューの [共有と記憶域の管巧]をクリックします。 


巧 管 ま# タニュー 

r 


全肢 


-ini X 


エクスブ□ーラ 
コマ V ド ブロ、 ノ ブト 
ペイント 

メモ餐 

コンビュータのを巧 

システム 

Windows ヘルブトヴポート 


エクスブローラを超助でぎます。 

コマンドブロンブトを起勤!でぎます。 

ベイントをが巧でぎます。 

卢 E 嘘を起勒できます。 

コンビュータの管理さ起勒できます。 

コン ビュータのブロパティを確詔できます。 
Windows ぺレブとヴボートを起勤できます。 



共ちと記宿巧のを巧 1 

SMB 共ち、 NFS 共有を菅巧できます。 

ns6.o マネージタ 

FTP 共有を管 J 至できまず。 

ns7-0 マクージゎ 

HTTP みちを管理できます。 

NFS 巧 ター ビス 

NFS ヴーバー雅理できます。 

ADS 圧 ディタ 

NFS の D マツビンヴ対 i 詔できます。 

ファイルサーバーリソースマネージて， 

記1原域の容畳制限、侦張モ制限、巧用が況確認等ができま 
す。 

イ’ノす•マウスのオブシ 9' ノ 

ファイル検索綿速化するためのインデックス獨巧できます。 

DFS のを巧 

分敕ファイルシステムを官巧できます。 

巧切のを巧 

ブリントヴ—パーを管巧できます。 


2. 設定を変更する共有をダブルクリックします。 


ファイル(り撕ががま示(ぶヘルプ(ぶ 


再み I を 面！ 日 窗 


をサーバーマネージャ （FILESV1) 

a 巧劃 _ 

囚巧 Active Directory ライトウ j- 

面 ま DHCP サーパー 
囚^ Web サ—パー（肪 
曰をファイルサーむ 

田 ザ な IE 削!腳誦 
困 DFS の音巧 
田 fe 巧刷サーピス 

田> i きが 
田 ぶ i 巧が 
旧ど；記'憤が 


共ちと置巧巧のをま 


其ち 1 ボリ ユ - ム 1 

6 個胞シトリ 






1 みちる 

1プ□トコル 

□一カルパス 

1ウォータ1ファイル ... i シがウ… 

巧き巧域1 


日 ブ □ 卜 lU レ SMB 巧アイテム） 


が ADMINS 

SMB 

C：¥Windows 


34DGB 


か c $ 

SMB 

C：¥ 


34DGB 


か D$ 

SMB 

DM 


5 成 GB 


巧う IPC$ 

SMB 



- 

r 

ぷ sou mu 

SMB 

d：¥soumu 

み 1 か 

100 り MB 


曰 ブ [] 卜： 1^ レ NFSd アイテム） 


巧 keiri 

NFS 

过わ oumu 

颂 感 

100D MB 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


フルエ / 卜□ール 
変を 

S み取りと実行 
フオルタコンテンツの一 K 表示 
I ミみ巧り 


離織!綻をまモ誦、[ 


d 

詳东 ffl 設定 ( ぶ」 


ア々わスお I 巧 P トア々わス i 车巧の託を田をま示します。 


3. [アクセス許可】タブを選択し、 [ NTFS アクセス許可】ボタンをクリックします。 



4. [追加]ボタンをクリックします。 


soumu のアクセス許巧 


t キュリテイ j 

クル - プるまたはユーザ - を (0): 


の CREATOR OWNER | 

化 SYSTEM 


i^soumu-g (FILESV1 ¥soumu-g) 


化 Administrators (FIL ES VI ¥ Administrators) 


化 Users (FIL ES VI ¥ Users) 


1 劇： ] 似 … 

刖齡应 1 


CREATOR OWNER のアウたス詳巧 

( P ) i キ巧 巧を 


OK ] キャンたル」 適邸が」 


nnnnn 

nnnnn 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


扇み収りと実行 

フォルグコンテンツの一民まミ 
I 売み巧り 


特巧なァク t ス許可または詳加設ミをまをするには、 [ 
詳帥設冠をクリクルてください。 

アウわスお刪トアウわス i 车巧の i お田を束示しま寸。 


詰を田設定(ぶ 


5. [選択するホブジェクト名を入力してください]に " eigyo - g " と入力し、[名前の確認]ボタンをクリ 
ックしまず。名前が確認されたら、 [ OK ] ボタンをクリックします。 



目."変更"の"許可"のチェックボックスを有劾にし、 [ OKI ボタンをクリックします。 


sou mu のアウたス許巧 


t キュリテイ] 

クループるまたは ユーザーる (留: 


化 CREATOR OWNER ^ 

み eigyo-g (FILESV1 ¥eigyo-g) 

お ^ SYSTEM 

が _souimj-g (FILES VI ¥soumu-g) 



<1 — 



お加 ( が … 

刖 ㈱ の 

eigyo-g のアク t ス i 午巧 (£) 

な巧 

お否 

フル ] ント□ール 

- □ ^ 

n 


反更 m □ ] 


II OK 

1 キザン t ル 

通邸が 



7. [ OK ] ボタンをクリックしてプロパティ画面を閉じます。 


凶囚囚 


I- d 

U 目 


54 






















































iStorage NS の共有領域を管理する 


3-1.2 NFS 共有のアクセス権を管理する 

NFS 共有の共有レベルのアクセス権は UNIX クライアントマシンに対し、読み取りを許可するか、読み 
取り/書き込みを許可するか、 UNIX の root ユーザーのアクセスを許可するかの設定になりまず。 
ここでの設定については、本書の 【 2.1 共有を作成す る 】の項番 20 までを実行し、が下の画面で行いま 
す。 



• マシンアク七ス許可について 

UNIX クライアント マシン ごとにアクセス許可を設定する場合は、上記の画面より[追加]ボ 
タンをクリックし、 IP アドレス、またはコンピュータ名で選択して[アクセス権の種類]を 
指定します。設定後は、 [ OK ] ボタンをクリックします。 


/r 




【注意】 マシンアクセス許可を設定すると [ALL MACHINE 司が [アクセス無し]に 
なります。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


• UNIX の root ユーザーのアクセス許可について 

UNIX の root ユーザーを NFS 共有にアクセスさせる場合は、上記の画面より、許可したい 
UNIX クライアントマシンを選択して [ルート アク七スを許可する]のチェックを有効にし 
ます。設を後は [OK] ボタンをクリックします。 


【注意】 root ユーザーの マッピングは必ず行ってください。 


アクセス制御の詳細については【 管 a をガイド（詳細編） 2.2 UNIX クライアントからアクセス する 】を参 
照してください。 


3.1.3 FTP 共有のアクセス権を管理する 

FTP 共有の共有レベルのアクセス制御は、ユーザーに読み取りのみを許可するか、書き込みを許可するか 
のいずれかです。ファイルシステムレベルのアクセス許可 (NTFS アクセス許可）を組み合わせることで、 
特定のユーザーやグループのメンバに個別にアクセス権を設定することもできます。ファイルシステムレ 
ベルのアクセス権の設定手順およびアクセス許可のレベルについては、本書の [3.1.1 SMB 共有のアクセ 
ス権を管理す る 】を参照してください。 

共有アクセス権の設定手順については、本書の [2.4 FTP クライアントからアクセス する 】を参照してく 
ださい。 

3.1.4 HTTP 共有のアクセス権を管理する 

HTTP (Web) 共有の共有レベルのアクセス制御は、ユーザーに読み取りのみを許可するか、書き込みを許 
可するかのいずれかです。 WebDAV のアクセス制御で、特定のユーザーやグループのメンバに個別にアク 
セス権を設定することができます。また、ファイルシステムレベルのアクセス制御も巧用します。ファイ 
ルシステムレベルのアクセス権の設定手順およびアク七ス許可のレベルについては、本書の [3.1.1 SMB 共 
有のアクセス権を管理す る 】を参照してください。 

アクセス権の設定手順については、本書の 【 2.5VVeb ブラウザからアクセス する】を参照してください。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.2 ディスク使用状況のレポートを作成する 

ディスク使用状況のレポートにはスケジュールによる定期的な出力と手動による出力の2通りがあります。 
ここでは、手動で出力する手順について説明します。 

スケジュールによる定期的な出力については 【 管理を ガイド（詳細編） 3.3 ディスク使用状況のレポート 
を作成す る 】を参照してください。 

1. 管ち里者メニューの [ファイルサーバー リソース マネージャ] をクリックします。 



2. 左ツリーの[記憶巧レポートの管理]を右クリックし、 [レポートを 今すぐ生成する]を選択します。 


ちファイルサーバーリツースマネ—5ャ 


ファイルの巧け ( A ) まを( V )ヘルプ ( H ) 


參み I 迄 r 园 I 曰 r 园 


&ファイルサーバーりソースマ本ージサ（□一カル） 

田ぶクォ-夕の首巧 
囚 C ファイルスクリーンの管5里 

愁 


記 I 憤巧レポート i 


I レポートタ .. 


巧しいレポートのタスクのスケジュール ( S ).. 


レポートを今すく"をぶする(が.. 


[ 巧巧 WIW 州1<■义机 


表示( V ) 

► 

1ヘルプ ( H ) 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [記憶域レポートタスクのプロパティ]画面でレポートと形式を選択し、[追加]ボタンをクリック 
します。 



4. [フォルダの参照]画面でフォルダを設定し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


5. 晒信]タブを開いてレポートの送信先アドレスを指定し、 [0 K ] ボタンをクリックします。[オプシ 
ヨンの構成]で管 a 者のアドレスを設定している場合は [Admin Email ] で管 S をにレポートが送信 
されます。 



6. [記憶域レポートの生成]画面が表示されますので、表示ホ法を選択して [ OK ] ボタンをクリックし 
ます。 


E なタレボートのを巧 


巧巧り巧吿ミれるかュ—ムやフォ; W こわて、この巧! S じ岛巧分かかを巧 
ミがホ0ます C 


ど化けこが3しまサカで 

f レポートびを巧が I 、ホミ巧なのを诗ブが 

巧了しがでがだレポ-卜をホ棋プ拂含ゴにの:けシ心をぶ 
巧してください。 

广バゥが巧ウンドでレポ-卜进巧する(巧 

泣で巧巧レポートが C な穿子ター JUD レポートをネ賠する巧をじ 
ぽこのオフシ3ンモぶ巧してくを C、 

[ 0K ] キVン t! ル J 


59 





















iStorage NS の共有領域を管理する 


3.3 複数サーバーの共有フォルダを統合する 

DFS を前空間を f ま用すると、複数のサーバーに分散している共有フォルダを一おのサーバー配下に統合す 
ることができます。 

これにより、ユーザーはどのサーバーにどの共有フォルダが存在しているかを意識する必要がなくなり、 
共有フォルダにアクセスしたい場合は、一台のサーバーにのみアクセスすることですベての共有フォルダ 
を参照することができるようになります。 

ここでは、ワークグループ環境において、な下の設定内容で DFS を構築する手順について説明します。 

この手順により、実際にはサーバーを： FILESV 1 に存在している総務部のフォルダ （¥ soumu ) と、サー 
バー名： FILESV 2 に存在している営業部のフォルダ祥 eigyo ) を、サーバー名： FILESV 1 の Root フォ 
ルダ配下に見せることが可能になります。 

ドメイン環境の場合や DFS レプリケーシヨンを使用する場合は【 管 a 者ガイド（詳細編） 3.4 複数サー 
バーの共有フォルダを統合する （ DFS )】 を参照してください。 


設定項目 

設を内容 

名前空間サーバー 

FILESV 1 

夕ーゲットとなるサーバー 

FILESV 2 

を前空間(ルート） 

Root 

名前空間の種類 

スタンドアロンの名前空間 

フォルダ 

soumu 

フォルダ 

eigyo 

フォルダターゲット 

¥¥ FILESV 1 ¥soumu 

フォルダターゲット 

¥¥ FILESV 2 ¥eigyo 


60 















iStorage NS の共有領域を管理する 



【事前準備】フォルダターゲットとして、サーバーに共有フォルダを作成します。 

共有フォルダの作成に関しては、本書の 【2.1 共有を作成す る】を参照してください。 


【手順】 

1. を前空間を作成する 

2. を前空間にフォルダとフォルダターゲットを作成する 


61 



































iStorage NS の共有領域を管理する 


3.3.1 名前空間を作成する 

1. 管巧者■メニューの [ DFS の管理]をクリックします。 



2. [あ前空間]を右クリックし、[新しいを前空間]をクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3. [新しい名前空間ウイザード]画面が起動します。[ステップ：名前空間サーバー]で下記設定内容を 
入力し、[次へ]ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内を 

サ'ー ノ く'一 

FILESV 1 



4. が《下のように[警告]画面が表示されることがあります。[はい]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


5. [ステップ：を前空間の名前と設对画面が表示されます。下記設定内容を入力し、[次へ]ボタンを 
クリックします。 


設定項目 

設定内容 

名前 

Root 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


6. [ステップ：を前空間の種類]画面が表示されます。下記設を内容を指定し、[次へ]ボタンをクリッ 
クします。 


設定項目 

設を内を 

名前空間の種類 

スタンドア ロ ンの 名前空間 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


7. [ステップ：設をの確認とを前空間の作成]画面が表示されます。設を内容を確認し、[作成]ボタン 
をクリックします。 



8. [確認]画面が表示されます。[閉じる]ボタンをクリックします。 


を 巧しいをなま因ウィザード 


で-す 巧設 

スわ， 

ぶ前ち間 サーバー 
る巧ま聞のをおと設定 
をおち間の桂巧 
i さちの巧巧とるおを間の巧巧 
鹿5 


:み. 抗しいちおち Pb 3 ウイザ-ドを正巧に完了しました。 


タスク1 I ラ-1 


タスク h 犬態 1 

■|>ちおち問を巧巧します。 巧功 


[ 閉じる ( P ) 1 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.3.2 名前空間にフォルダとフォルダタ'ーゲットを作成する 

1.[ DFS の管巧]画面の左ツリーで、[を前空間] 一 [¥¥ サーバー名¥ルートタ]を右クリックして[巧し 
いフォルダ]を選択します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


2. 梓 f しい フォルダ] 画面が表示されます。下記設を内容を入力し、[追加]ボタンをクリックします。 


設定項目 

設定内容 

名前 

soumu 





3. [フォルダ ターゲットを追加]画面が表示されますので、下記設定内容を入力し、 [OK] ボタンをク 
リックします。 


設を項目 

設を内容 

フォルダターゲット への パス 

¥¥FILESV1¥soumu 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


4. [巧しいフォルダ]面面に戻りますので、フォルダターゲット欄に指をしたパスが表示されているこ 
とを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックします。 



5. 手順3な降と同様の手順で、を前を eigyo としてもう一つフォルダを作成し、フォルダターゲット 
を ¥¥ FILESV 2¥ eigyo としてフォルダターゲットを追加します。 
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iStorage NS の共有領域を管理する 


3.4 ディスクスペースを有効活用する 


SIS 巧 ingle Instance storage ) を有効にすると、同ーボリューム内の同じファイルが一元管巧され、その 
結果、ディスクスペースを有効に活用することができます。 

例えば、同ーボリューム内の異なる3つのフォルダ配下に100 MB の同一内容のファイルがある場合、 
通常は100 MB X 3で 300 MB のディスクスペースを必要としますが、 S にを有効にすると、3つのフ 
ァイルが1つにまとめられて、必要なディスクスペースは100 MB +数 KB (管 a 用の領域）となり、 
約200 MB の節約が可能です。 

【条件】幻 S の対象ボリュームは下記の項目を満たしている必要があります。 

-システムボリュームではない。 

- NTFS ファイルシステムである。 


A 


注意】.ファイル名やファイル日付が異なっていても、内容が同一であれば、同じファ 
イルとみなします。 

- SIS を有劾にしているボリュームに対しては、ディスククォータ機能およびフ 
ァイルサ'ーバ'ーリソ ■ ースマネ'ージャのクォ ■ ータ機能を設定しないでください。 
また、上記が外の機能-ソフトウェアでも、何らかの影響が出る可能性があり 
ます。 S にをご利用になる場合は、他のソフトウェア（バックアップソフトウ 
ェア、アンチウイルスソフトウェアなど）との複合的な動作確認を充分に行っ 
た上で、使用してください。 


70 











iStorage NS の共有領域を管理する 


ここでは、 K : ボリュームで S にを有効にする手順について説巧します。 

1. 管 a を メニューの [コマン ド プロンプト] をクリックします。 

2. sisadmin /i K : と入力して enter キーを押下します。 


因を巧を： コマンドブ□ンブト- cmd - cmd 


C：¥>sisadmin /i K ： 


SIS はボリューム ’ K :’ 上で巧巧化されています。 

Groveler サーピスぞ再閲しています-.. 


C ：¥>. 



SIS の設定の詳細については 【 管理者 ガイド（詳細編） 3.5 ディスクスペースを有効活用す る 】を参照し 
てください。 
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iStorage NS を運用する 


4 iStorage NS を運用する 


♦ データ/システムを保護する 

バックアップ、共有フォルダのシャドウコピー、システムの設定情報の保存など、データ/シス 
テムの保護に ついて 簡単に説明します 

♦ データ/システムを復旧する 

バックアップ、共有フォルダのシャドウコピー、バックアップ DVD を使用した 0 S リカバリと 
保存した設定情報に基づくシステム復旧について説明します 

♦ 簡易的に性能をチューニングする 

デフラグの実行など、パフォーマンスを向上させる簡単なホ法について記載します 

♦ システムを監視する 

ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO/Agent の概要を説明します 

♦ 障害を未然に防止する 

修正 モジュールの 適用に ついて 概要を説明します 
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iStorage NS を運用する 


4.1 データ/システムを保護する 

データは様々な要因で失われます。失う要因としては、ウイルスなどによる 0 S 破攘やハードウエア破損、 
またはユーザー自身が誤って削除した場合、間違った情報を書き込んでしまうことが挙げられ、100%防止 
することはできません。そのため、データのバックアップは欠かせません。 

4.1.1 バックアップソフトウ卫アを使用する 

定期的に本体のハードディスクドライブ内の大切なデータをバックアップすることをお勧めします。最適 
なバックアップ用ストレージデバイスやバックアップソフトウエアについてはお買いおめの販売店にお問 
い合わせください。 


^ -^ 

【注意】バックアップソフトウエアの中で利用できないオプシヨン製品もあるため、動作 

要件をご確認ください。 

心 J 
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iStorage NS を運用する 


4.1.2 シャドウ コピーを使用す る 


シャドウコピーを巧用すると、誤って削除したデータや修正したデータを、共有にアクセスしているユー 
ザー自身が、ある時点のデータに戻すことができます。 




V 


シャ ドウコピーはバックアップソフトウエアの代わりになる物ではありません。 
シャ ドウコピーとは別に、バックアップソフトウエアによるバックアップを必ず 
実施してください。 

シャドウ コピーを 作成する ボリュームで デフラグを行う場合は、 ボリューム 作成 
時にアロケーシヨンユニットサイズを 16 KB な上に設定しておく必要があります。 




J 


ここではな下の設定内容でシヤドウコピーを設定する手順について説明します。 


設定項目 

設定内容 

設定ボリューム （ ドライブ文字） 

ボリューム （ G :) 

スケジユ' ー ル 

月火水木金の AM 5:00 


1. 管理をメニューより [エクスプローラ] を起動します。 


@ちきをィニュ - 


全肢 

1 

ク 

[ エクスブ□づ I 

エ クスブローラを起劫でぎます。 

-I マ V け口-パト 

コマンド‘ブロンブトを起ち]でぎます。 

ペイント 

ベイントを起かでぎます。 

メモ 餐 

メモ帳を起助でぎます。 

コン ビュータのを巧 

コンビュータの官巧を起勤でぎます。 

システム 

コンビュータのブロバティを確認でぎます。 

Windows ヘルブとヴ ポート 

Windows ヘルブとヴボートを起巧できます。 

役割/煤能 

み 

共を と記 巧巧のを巧 

SM 日共ち、 NFS 共ちを管巧できます。 

IIS 6.0 マ:^ージャ 

FTP おちを管理できます。 

ns 7 0 フタースサ 

HTTP み有を旨巧できます。 

NFS 巧ヴ ーピス 

NFS ヴーパーを管 5 里でぎます。 

ADSIX ディ々 

NFS の ID マッビングを 巧 詔できます。 

ファイルサーバーソソース » 

記憶域のをき制限、化張モ制限、巧用げ況確認等ができま 
す。 

イ'ノ子ッウスの才づシ =1’ ノ 

ファイル巧を補逝げるたゆのインデックス靖 5 里できます。 

DFS の巧 巧 

分殺ファイルシステムを言巧でぎます。 

巧 9! のを巧 

ブリントヴーバーを曹巧できます。 
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iStorage NS を運用する 


2. [コンピュー 


一[ボリューム ( G :)] を右クリックし、 [シャドウコピーの 構成]を選択します。 



フゴ J レジ V 

曰 K デスウトップ 
田 D administrator 
因パブリック 
曰 コンピュ-夕 
因 d フ□ツビーディスクド 
田 t □一カルディスクに 
田ぶ DVD ドライブの:） 
因^_^ボリューム（巳） 

因,- • test ( F ：) _ 


ボリュームぬ) 


お巧け） 

W 前のバージョンのほ元( V ) 
エクスプ日-ラ ( X ) 

閒く (0) 

共ち ( H )... 


シャド0コピーの巧!巧 ( W ) 


フォー巧卜け)... 

コピ-に） 

をおのあ更 ；( 怖 

壬斤視巧ぶ(峭 ► 

プ□バティ(坊 


因し^ボリュー J 
田し^ボリュー J 
田ーボリュー/ 
因を ネットワイ 
因 田 コント□づ I 
- ごみ箱 


r » i 
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iStorage NS を運用する 


3. [ボリュームの 選択]で [ G :¥] を選択し、[設を]ボタンをクリックします。 



4. 下記画面より、[スケジュール！ボタンをクリックします。 
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iStorage NS を運用する 


5. [新規]をクリックし、スケジュールに下記設定内容を指定し、 [ OK ] ボタンをクリックします。 


設定内容 

設定項目 

タスクスケジュール 

週単位 

開始時刻 

5:00 

間隔 

1 

タスクスケジュール 

月火水木金のチてックを有劾に 

する 
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iStorage NS を運用する 


6. [ OK ] ボタンをクリックします。 



シャドウコピーの詳細については 【管理者 ボイド（詳細編） 3.6 シャドウ コピー】を参照してください。 
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iStorage NS を運用する 


4.1.3 設定内容を控える 

バックアップソフトウェアでも復旧ができない場合は、バックアップ DVD を{ま用してシステムを再イン 
ストールする必要があります。この場合、システムの設定内容が必要になりますので、必ずシステムの設 
を内容を控えてください 
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iStorage NS を運用する 


4.2 データ/システムを復旧する 

ディスク破損によってデータやシステム異常が発生した場合や、データを誤って削除した場合は、事前に 
作成していたバックアップやシャドウコピーから復旧します。 

4.2.1 バックアップから復旧する 

事前にバックアップソフトウェアで作成していたデータから復旧します。 

復旧手順は各バックアップソフトウエアのマニュアルを参照してください。 
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iStorage NS を運用する 


4.2.2 シャドウコピーから復旧する 

共有フォルダ内のデータをユーザーが誤って削除してしまった場合や誤って書き換えた場合は作成してい 
たシャドウコピーから復旧することができます。 

ここでは、 ユーザーが 誤って書き換えてしまったファイルを最新のシャドウ コピーから 復旧する手順を説 
明します。復旧するファイルは、ネットワークドライブ Z : 配下の Z :¥ docs ¥ 報告書¥2007年12月. doc と 
します。 

1. クライアント PC より、 [エクスプローラ] を起動します。 

2. Z :¥ docs ¥ 報告書¥2007年12月. doc を右クリックし、 [プロパティ] を選択します。 


>巧告ま 



回回囚 

I ファイル(り漏集を）ま示わ京に入り巧）ツールのヘルプお） 巧 I 

〇 戻る. ホ なま I 

フォルタ 

国， 

アドレス屯) I な Z ぶ docs 娜ちま 



V [ g] 巧姑 

フオル巧 

X るお A 

サイズ種巧 


封デスクトップ 
困。 マイドキュゴント 
曰 j マイコシピュータ 

田 A 3.5 インチ FD (A:) 

白 一 □ 一カルディスウの:） 

回 口 Documents and Settings 
の 广 3 Administrator 
曲む All Users 
田 わ Default User 
白む userl 

五 り Application Data 
日 Cookies 
曲 口 Local Settings 
曲 〇 My Documents 
田 な N が Hood 
^ PrintHood 
口 SendTo 
口 Templates 
曲 も わ尉こ入り 


岛た孤 7 年 11 月 . doc 


巧く (が 

偏集を） 

巧視巧ぶ化） 
印刷の 


125 KB Microsoft W( 
125 KB Microsoft Wc 
125 KB Microsoft Wt 


オフラインでほ用する堪） 
プ□クラムから胡く (ぶ 


をる(が 


切り巧り① 
コピーの） 


ショ-卜力》卜の巧ぶを） 
肖 I 聯昭 
をおの変をく凹） 
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iStorage NS を運用する 


3. [な 前の バージョン] タブを開き、 [ファイルの バージョン] から、[時测が最新の [2007 年12月. doc ] 
を選択して[復元]ボタンをクリックします。 



4. な下の画面が表示されますので[はい I ボタンをクリックします。 



5. な下の画面が表示されますので [ OK ] ボタンをクリックします。 



シャドウ コピーの 詳細については、 【管 a をガイド（詳細編） 3.6 シャドウ コピー】 を参照してください。 


82 












































iStorage NS を運用する 


4.2.3 システムを復旧する 

システムクラッシュや障害などでシステムが使用できなくなった場合は、システムを再インストールする 
必要があります。バックアップアップ DVD からシステムを再インストールし、事前に控えておいたシス 
テムの設を情報を使用しシステムを元の状態に復旧してください。 

なお、バックアップ DVD からの再インストールについては、装置付属のユーザーズガイドをご確認くだ 
さい。 
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iStorage NS を運用する 


4.3 簡易的に性能をチューニングする 

I / O 負荷の影響で、システムのレスポンスが低下することや様々なトラブルが起こる可能性があります。 
が下に iStorage NS において I / O 性能を向上させる一般的な方法について説明します。 


4.3.1 デフラグを実施する 

フラグメント（ファイルの断斤化）が発生していると、 I / O 負荷が増大します。フラグメントのが況をを 
巧的に確認し、必要な場合はディスクデフラグ（ディスクの最適化）を実行してください。 






【注意】ユーザーボリュームにシャドウコピーを作成し、さらにデフラグを行う場合は、ボリ 
ューム作成時にアロケーシヨンュニットサイズを 16 KB な上にする必要があります。 


4.3.2 DAC キャッシュを有効にする 

DAC (ディスクアレイコントローラ）のキャッシュを 有効にすると、書き込みデータが DAC 上のメモリ 
に キャッシュ された時点で 0 S へ書き込み完了が通知されるため、書き込み時間を短縮することができま 
す 。 DAC キャッシュの 設定ち法については、を DAC ボードのマニュアルを 参照してください。 

【注意】- DAC キャッシュを有効にする場合は UPS に接続することをお奨めします。 

- DAC キャッシュを有効にする場合は DAC にバッテリーが接続されている必要 
があります。 

4.3.3 LAN アダプタをチーミングする 

LAN アダプタをチーミング ( ALB ) することで、サーバーからの送信速をを向上させることができます。 
チーミングの設定ホ法については、 ユーザーズ ガイドや LAN アダプタのマニュアルを参照してください。 
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iStorage NS を運用する 


4.3.4 資源を増強する 

1台のサーバーにアクセスが集中すると、これまでのチューニングを行っても改善しない場合があります。 
このような場合は、ボトルネックとなっている部分を特定してその資源を増強します。例えば、常にメモ 
リイを用量が大きい場合や、仮想メモリへのスワップが発生している場合は、メモリを増設します。また、 
常に CPU 使用率が高い場合、 CPU 増設が可能な装置では CPU を増設します。 

ボトルネック箇巧の切り分けやハードウエアの増設が困難な場合などには、サーバー自体を増設して負荷 
を分散させることも有効な手段です。 ( DFS を利用すればサーバーぶの共通化が図れて便利です。） 


4.4 システムを監視する 

NEC では、サーバー運用を支援するために ESMPRO を同栖しています。 

ここでは ESMPRO について説明します。 

ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent を使用したサーバー管理では、1台のシステム管理用 
PC (マネージャ）のもとで、ネットワーク上のすべてのサーバー情報、 SCSI 機器接続状況、ディスクア 
レイ状況を一括管®することができます。また、障害につながる異常を自動的に検知し、システム管理を 
に通報します。障害発生時には、障害箇所や障害内容、巧処ホ法などをリアルタイムに表示できお速な巧 
応を支援します。さらに CPU 負荷やメモリ使用率などのサーバーの稼働が況管理も巧実しています。 

ESMPRO / ServerManaaer , ESMPRO / ServerAaent の詳細についてはユーザーズガイドを参照してくださ 
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iStorage NS を運用する 


4.5 障害を未然に防止する 

サーバーを 常に最新のが態にしておくことは、既なの問題や予期せぬ問題を未然に防ぐために有効な手段 
です。ここでは、サーバーを最新の状態にするホをについて説明します。 

4.5.1 セキュリティパッチの適用 

Windows Update を{ま用してセキュリティパッチを適用することで、外部からの不正アクセスや不正処理 
を防止することができます。なお、 Windows Update は、管理者■メニューの[構成]の [Windows Update ] 

をクリックすると起動します。 

4.5.2 OS のサービスパックの適用 

iStorage NS シリーズには、マイクロソフト社が提供するサービスパックを適用することができますが、 
お客様にをむして適用頂くために、 iStorage NS シリーズのサポート情報 
( http :// support . express . nec . co . ip / istoraqe /) や PP • サポートサービスのホームページにて、手順や留意事 
項をご案内いたします。今後、サービスパックを適用される場合は、手順や留意事項をご確認の上、適用 
してください。 

なお、サービスパックは Windows Update でも提供されますので、不用意に適用されないようご注意くだ 
さい。ただし、お客様が使用許諾契約書に同意するまでは、サービスパックが自動的にインストールされ 
ることはありません。インストールを行わない場合は、"インストールしない"を選択してください。 
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iStorage NS を運用する 


4.5.3 修正モジュールの適用 

PP . サポートサービスのホームページでは、最新のサービスパックに含まれていない 0 S の修正モジュ 
ールや旧 torageNS 固有の修正モジュールを公開しており、ダウンロードが可能です。また 、 PP . サポー 
トナービスご契的のおを様へは、修正モジュールの公開に合わせてメールでご案内を差し上げます。 

なお、 PP •サポートサービスは有償のサービスであり、ご契約頂く必要があります。 PP . サポートサービ 
スにつきましては、 

http :// www . nec . co . ip / service / support / pp / index.html (2010 年2月1日現在） 

を参照してください。 
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5 iStorage NS のその他の使いホ 


♦ ネットワーク上のプリンタを使う 

ネットワーク内のプリンタを{ま用して印刷を行います 

♦ iSCSI を使う 

iStoraae NS を iSCSI ターゲットとして使用できるようにします 
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iStorage NS のその他の使い方 


5.1 ネットワーク上のプリンタを使う 

ネットワーク内のプリンタを使用して印刷を行います。 

詳細は【 管理者 ガイド（詳細編） 5.1 ネットワーク上のプリンタを 使う 】を参照してください。 

5.2 iSCSI を使う 

iStorage NS を iSCSI ターゲットとして巧用できるようにします 
詳細は【管理を ガイド（詳細編） 5.2 iSCSI を 巧う】を参照してください。 
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困ったときは 


6 困ったときは 


♦ トラブルシューテイング 

iStorage NS を運用する上で問題が発生した場合に役立つ情報を記載しています 

♦ FAQ 

問い合わせのをい質問とその回答を記載しています 

♦ 保守サービス（ソフトウェア関連）のご案内 

iStorage NS の保守サービスの概要を記載しています 

♦ 障害時の問い合わせ方法 

障害時に揉取していただきたい情報および採取ホをについて記載しています 
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困ったときは 


6.1 トラブルシューテイング 


運用時の問題 

1. ネットワークアクセスが遅い 

2. Windows クライアントカ>らの接続が正常にできない 

3. UNIX クライアントにて、ファイルの書き込みが行なえない 

4. UNIX クライアントにて、 NFS 共有フォルダで Is コマンドを実行すると、フォルダやファイルの 

巧有者が nobody と表示される 

5. UNIX クライアントより NFS 共有フォルダにアクセスすると、 _Permission denied が返却される 
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困ったときは 


運用時の問題 


ドットワークアクセスが遅い 


ネットワーク上に負荷がかかって、通信が非常に遅くなっている可能性があります。 
ESMPRO/ServerAgent のネットワーク監巧でネットワークの状況を確認してください。 


Windows クライアントからの接続が正常にできない 


SMB 共有は、共有レベルのアクセス権とファイルシステムレベルのアクセス権で制御されており、 
より厳しいアクセス権が有効になります。それぞれのアクセス権の設定を確認してください。 


UNIX クライアントにて、ファイルの書き込みが行なえない 


NFS 共有のアクセス権が[読み取り専用]になっている可能性があります。必要に応じて NFS 共有 
へのアクセスの種類を変更してください。 

また、 mount コマンドのホプションで ro (Read Only ) が設定されている可能性があります。 mount 
コマンドのオプション設定を確認してください。 


UNIX クライアントにて、 NFS 共有フォルダで Is コマンドを実行すると、フォルダやファイルの 
所有者が nobody と表示される 


ID マッピングに巧象ユーザーが存在していない可能性があります。 
I D マッピング情報をご確認ください。 


UNIX クライアントより NFS 共有フォルダにアクセスすると、 Permission denied が返却される 


NFS 共有にアクセス権が存在していない。もしくは、アクセスしているユーザーが ID マッピングに 
存在していない可能性があります。 

NFS 共有のアクセス権および、 ID マッピング情報をご確認ください。 
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困ったときは 


6.2 FAQ 

が下によくある問い合わせを記載します。 PP •サポートサービスのホームページでも、[サポート FAQ] に 
て随時公開していますので、こちらもご覧ください。 

1. iStorage NS シリーズをドメインコントローラとして使用することはできますか？ 

2. ディスククォータとフォルダ単位のクォータを同時に設定しても問題ありませんか？ 

3. 不用意にアクセスされないよう、クライアントのネットワークコンピュータ上に iStorage NS シリー 

スの二!ンピュ ■ — 夕をを表示しなし、ホ法?ょあります方 =* ? 
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iStorage NS シリーズをドメインコントローラとして巧用することはできますか？ 


ドメイン コン トローラにすることはできません。ドメインのメンバサーバーとして{ま用することは可能 
です。 


ディスククォータと（フォルダ単位の）クォータを同時に設定しても問題ありませんか？ 


ディスククォータと（フォルダ単位の）クォータはそれぞれ別の機能ですので、同時に設定しても問題 
ございません。 


不用意にアクセスされないよう、クライアントのネットワークコンピュータ上に iStorage NS シリ 
ーズのコンピュータ名を表示しない方法はありますか？ 


表示させたくない iStorage NS シ y —ズのコマンドプロンプトでが下のコマンドを実行してください。 

net config server /hidden:yes 
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困ったときは 


6.3 保守 サービス（ソフトウェア 関連） の ご案内 

6.3.1 PP •サポートサービス 

設定ホ法や障喜に関するお問い合わせは、 PP •サポートサービスにて受付けています。 

PP . サポートサービスとは、おを様にご購入頂いた iStorage NS シリーズ上の PP (プログラム.プロダ 
クト）を、長く安むしてお巧い頂くためにご用意した有償のサービスです。 

PP . サポートサービスにはな下のサービスがあります。ご契約については、販売店などにご確認くださ 

い。 


-レスポンスサービス 

お客様がご契約されたソフトウェアに関して、を種サポートが受けられます。電話でのお問 
い合わせ/ E-Mail でのお問い合わせ /FAX でのお問い合わせを行うことができます。 

• ライセンスサ ■ —ビス 

契約された製品の無償バージョンアップのお申し込み、無償リビジョンアップモジュールの 
ダウンロードサービスを提供いたします。なお、 iStorage NS シリーズの PP •サポートサー 
ビスでは、バージョンアップサービスは提供しておりません。 

. インフオメーシヨンサービス 

ご契約頂いたお客様に、ソフトウェアに関する最新情報および、各種サービスを Web サイ 
卜より提供いたします（サービス内容：修正モジュールのダウンロード /FAQ の閲覧）。 
さらに、ソフトウェアに関する情報を E-Mail で定期的に配信いたします。 

PP • サポートサービスご案内のサイト 

http :// www . nec . co . ip / service / support / pp / index.html (2010 年2月1日現化） 
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困ったときは 


r 


【注意】旧 torage NS シリーズの PP. サポートサービスにおけるサポート範囲は、な下です。 




また、追加購入されたオプションソフトウエアについては、各ソフトウエアの PP . 
サポートサー ビスへの ご契約が必要となります。 


- 0S 


• ESMPRO/ServerManager、ESMPRO/ServerAgent 

V_ 


J 


6.3.2 プラットフォームサービス 

プラットフォームサポートは、ハードウェアの障害復旧と 0S 等の問い合わせ対応や修正モジュール提供 
に加え、ドライバの巧設定、 OS 搭載ディスクの復旧支援まで、ワンストップ（一撤で対応するサポート 
サービスです。詳細は、下記の Web サイトをご覧ください。 

http://www.nec.co.ip/service/support/pfsupport/index.html (2010 年2月1日現ィ王） 
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困ったときは 


6.4 障害時の問い合わせ方法 

障害に関して問い合わせいただく際は、障害の内容に関係なく、が下の情報を添えて、 PP . サポートサー 
ビスへ問い合わせてください。 

-障害発生日時 
-障害内容 
• システム構成 

• iStorage NS の主な使用方法 
-再現手順 
- Collect ログ 

また、 STOP エラーやストールの場合は、メモリダンプも合わせて採取願います。 
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困ったときは 


6.4.1 メモリダンプの出力 

STOP エラーの場合は、自動的にメモリダンプが作成されます。また、ストールの場合は、ダンプスイッ 
チ（装置に添付されたューザーズガイトを参照願います。）を押下することでメモリダンプが作成されます。 

メモリダンプはデフォルトでは、 C :¥ windows フォルダ配下に MEMORY . DMP のファイル名で作成されて 
います。設定変更をされている場合は、な下の手順で格納場所をご確認ください。 

1. 管 a をメニューの[システム]をクリックします。 

2. 左ペインより [システムの 詳細設定]をクリックし、 [システムプロパティ] より[詳細設定]タブを 
クリックします。 


0 システム 

I 

な V 戸 ' 

レぶ， コント□ールバネル，システム - lul I 巧 


ファイルの漏集のま示 ( ぶツールのヘルプ(ぶ 


々スウ 

0 デパイスマネーつャ她 
@ リモ - 卜の i さおの 
I 户 I システムの詳帥設思の 


コンビ： I -夕のを本的ね巧がのま示 

Windows Edition - 

Windows® Storage Server Standard 

Copyright © 2007 Microsoft Corporation. All rights reserved. 
Service Pack 2 


システム - 

プ化州： 

夕刊 (RAM )： 
システムの巧頭 : 


Intel (向 Xeon(F0 CPU E55 

4 如 GB 

64 ピットオペ レー テインクシステム 
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困ったときは 


3. [システムプロパティ] より[詳細設定]タブを選択し、晤動と回復] の [設对ボタンをクリックし 
ます。 
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困ったときは 


4. [システム エラー] の[ダンプファイル] にメモリ ダンプの 出力先が表示されます。 
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困ったときは 


6.4.2 Collect ログの採取方■法 

Collect ログはが下の手順で採取します。 

1. リモートデスクトップ/直接のどちらからでも構いませんので、 iStorageNS にログオンします。 

2. エクスプローラを 起動して、 が 下の パスに 移動します。 

C :¥ ESM¥tool 

3. 上記フォルダ内にある、 collect . exe を実行しまず。 

コマンド プロンプトが起動し、ログ採取が実行されまず。 

数分経つと、ログ採取が終了してコマンドプロンプトが閉じられます。 

4. コマンド プロンプトが閉じると、 

C :¥ ESM¥tool 

配下に ¥ log フォルダが作成され、その中に各種ログが作成されます。 

¥ log フォルダごと採取し、圧縮して送付してください。 


f -^ 

【注意】 C :¥ ESM 配下にも ¥ log フォルダが存在しています。 

今回採取いただきたいのは、 C :¥ ESM ¥ toQl ¥ log ですので、お間違えのないようお願い 
いたしまず。 

k _ J 
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